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聾
定
倒
．
村
－
議
』
曾
．

村
税
賦
課
徴
牧
條
倒
改
正
他

去
5
十
ご
月
二
十
酬
日
と
二
十

三
賞
の
三
日
附
定
例
村
議
会
が

開
会
尋
れ
た
。
，
そ
の
議
決
事
項

に
左
の
通
り
で
あ
る
。

議
第
輔
、
昭
和
二
六
年
度
本
村

　
歳
入
歳
出
第
七
回
追
加
予
算

議
第
二
♪
本
村
々
税
賦
課
徴
牧

　
條
例
中
改
正
條
例
設
定
の
件

本
村
々
税
賦
課
條
例
第
四
十
五

條
第
二
項
中
「
第
四
期
十
二
月

十
六
日
よ
り
同
月
末
日
ま
で
」

の
次
に
「
第
五
期
二
月
十
六
日

か
ら
同
月
末
日
ま
で
」
・
を
加
う

．
、
（
註
）

弟
四
十
五
條
，
昭
和
二
十
五
年

．
、
度
分
の
固
定
資
産
税
の
納
期

F
は
」
前
條
第
一
項
の
規
定
に

　
拘
ら
す
左
の
通
り
と
す
る

”
㎝
、
土
地
及
家
屋
に
対
し
そ
課

．
す
る
固
定
資
産
税
の
納
期
第

マ
、
■
第
唄
期
、
八
月
十
六
日
か
ら

，
同
月
末
日
ま
で

　
第
二
期
　
十
二
月
十
六
日
か

　
ら
同
舟
末
揖
ま
で
　
　
、

　
第
三
期
，
二
月
十
六
日
か
ら

・
同
月
末
日
ま
で

二
、
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す

　
己
固
定
資
産
税
の
納
期
・

　
　
　
　
　
，
、

　
第
一
期
十
二
月
十
六
日
か

　
ら
同
月
末
日
ま
で
』

　
第
二
期
一
昭
和
二
十
六
年
二

　
月
十
六
ヨ
か
ら
周
月
末
日
迄

②
昭
和
二
十
六
年
度
分
の
固
定

　
資
産
税
の
納
期
は
前
條
第
｝

　
項
の
規
定
に
拘
ら
す
左
の
通

　
り
と
す
る
q

　
第
｝
期
　
四
月
十
六
日
か
ぢ

　
同
月
末
日
ま
で
　
．
『

　
第
二
期
　
六
月
十
六
日
か
ら

　
同
月
末
日
ま
で

．
第
三
期
　
九
月
十
六
眉
か
ら

　
同
月
末
月
ま
で

　
策
四
期
．
十
二
月
十
六
胤
か

　
か
ら
同
月
末
日
ま
で
気
、
．
．
，
冒
．

議
第
三
号
、
本
村
々
税
晦
時
増

，
徴
條
例
設
定
の
件
』
！

　
松
代
村
民
税
及
固
定
資
産
税

　
臨
時
塘
徴
條
例

第
剛
條
昭
和
二
十
六
年
度
に

　
限
り
、
こ
の
條
例
の
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
よ
り
村
民
税
及
固

　
定
資
産
税
を
増
徴
す
る
、

第
二
條
臨
時
に
塘
徴
す
べ
き

　
村
民
税
及
固
定
資
産
税
の
税

　
率
は
左
の
通
り
と
す
る

「
村
民
税

均
等
割
個
人
輔
O
O
円
、

．
法
人
八
○
○
円

．
所
得
割
・
，
個
人
　
五
万
円
以

・
下
の
金
額
百
分
の
四
噛
．
二
と

　
三
」
九
と
O
差
，
額
百
分
の
、

O
b
六
．
－

五
万
円
を
超
え
、
る
金
額
百
分
の
，

。
五
、
二
五
と
叫
、
五
の
差
額

．
百
分
の
○
、
七
五
。

八
万
円
を
越
え
る
金
額
百
分
の

－
六
、
三
ζ
五
、
四
の
差
額
，

・
百
分
⑳
○
、
・
九

十
万
円
を
越
え
る
金
額
百
分
の

　
七
、
三
五
と
六
、
三
の
差
額

　
百
分
の
一
、
〇
五

　
十
二
万
円
を
超
え
る
金
額

　
百
分
の
八
、
四
二
“
七
．
二

　
の
差
額
百
分
の
「
㌧
二
〇

’
十
五
万
円
を
超
え
る
金
額
百

’
、
分
の
怨
窒
と
へ
δ
差
額

　
二
十
方
円
を
超
え
る
金
額
百

　
分
の
十
と
百
分
の
十
と
φ
蕗

　
額
百
分
の
「
■
0
0
卜

　
五
十
万
円
を
，
超
え
る
金
額
百

．
分
の
十
の
九
、
九
の
差
額
．

∵
百
分
の
O
」
「
、

騨
、
固
定
資
産
税
　
百
分
の
O
、
｝

一
第
醸
臥
膿
趨
欝
難

　
国
定
資
産
税
の
納
期
は
を
の

　
通
り
と
ず
る
。
．

糟
　
一
、
村
民
税
　
三
月
十
日
よ

　
り
同
月
二
十
日
ま
で

　
『
二
、
固
定
資
産
税
　
二
月
十

　
六
日
よ
り
同
月
末
日
ま
で

　
松
代
村
民
税
賦
課
徴
牧
條
例

螺融総魁繍鐸

　
納
付
額
乏
合
算
し
徴
牧
す
る

．
第
四
條
　
こ
の
條
例
、
忙
定
め
る

　
も
の
を
除
ぐ
外
増
徴
す
ぺ
き

　
村
民
税
，
及
固
定
姿
塵
税
の
賦

課
徴
牧
℃
閑
ル
て
ば
徴
牧
條

　
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
條
例
は
昭
和
二
十
六
年

　
十
二
月
十
五
日
よ
り
適
用
す
・

－
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

檎
察
審
査
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

去
る
剛
月
八
日
午
前
十
一
時
よ

り
松
代
村
役
揚
、
に
於
て
稔
察
審

奄
員
候
補
者
の
選
定
を
選
挙
管

理
委
員
長
立
會
の
も
と
に
行
わ

れ
結
果
左
の
七
名
が
選
挙
人
名

簿
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま

ル
た
汐
く
じ
で
選
偽
た
人
達
で

す
か
ら
職
業
も
ま
ち
／
、
で
男

旭
女
も
若
い
人
も
年
寄
の
方
も
，

め、

り
ま
す
。

第
剛
群
、

議
第
四
号
．
松
代
村
国
民
保
険

　
條
例
中
一
部
改
正
條
例
設
定
・

　
の
件
、

　
改
正
に
な
つ
た
点
は
、
こ
の

　
條
例
第
十
九
條
の
二
項
を
三

ー
項
と
、
第
叫
，
項
の
次
に
左
の

　
圃
項
を
加
え
る
。

二
、
己
の
村
ば
被
保
瞼
者
が
結

．
核
予
防
法
第
三
十
四
條
の
規

　
定
に
よ
か
、
公
費
の
牛
額
負
担

　
に
お
い
で
医
療
を
受
け
る
と

ー
き
は
そ
の
医
療
に
要
ず
る
費

．
用
か
ら
公
費
負
担
に
相
当
す

　
る
金
額
を
控
除
し
に
残
額
の

　
五
』
割
を
一
部
負
担
金
と
し
て

，
’
出
し
該
被
保
険
者
の
属
す
る

　
世
帯
⑳
世
帯
包
で
あ
る
被
保

　
険
者
か
ら
徴
牧
す
る
。

「
註
」
こ
れ
ば
結
核
患
者
に
対
す

　
る
改
正
條
例
で
あ
る
、

発
行
の
都
合
上
記
事
が
お
く
れ

て
い
る
が
御
了
承
願
い
ま
す
。

コ
ト
バ
づ
カ
い
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
7

　
　
嬬
人
に
望
む

近
頃
標
準
語
な
る
言
葉
が
流
行

七
て
炉
る
。
主
婦
之
友
に
，

勿
あ
“
な
た
獄
標
準
語
を
お
遣
い

で
す
か
〃
〃
い
え
で
適
や
つ
ば

り
土
地
詑
が
出
ま
し
て
〃
云
々

　
ぺ

と
，
い
う
様
な
名
士
夫
人
の
座
談

会
の
記
事
を
拝
見
す
る
一
体
言

葉
遣
い
ど
な
る
と
男
性
よ
り
女

性
の
方
が
．
紳
経
を
使
つ
て
い
る

様
に
穿
わ
れ
る
が
そ
の
標
準
語

の
中
に
も
私
共
に
は
異
体
が
知

れ
の
と
解
停
れ
も
の
も
あ
る
。
・

つ
ま
り
〃
ヅ
ァ
ー
ア
ス
”
グ
テ

ヨ
〃
等
と
、
、
而
し
私
は
今
ε
ん

な
こ
と
を
論
う
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
い
か
つ
て
所
要
あ
つ

て
新
潟
市
え
出
向
い
た
丁
度
．
八

月
二
十
三
臼
の
川
開
き
で
花
火

の
た
め
万
代
橋
よ
り
下
流
浩
岸

は
人
出
で
ゴ
ッ
タ
が
え
し
て
い

τ
↓
万
代
橋
下
で
人
に
押
ざ
れ

乍
ら
見
物
し
て
い
る
と
側
に
三

十
才
前
后
の
嫁
さ
ん
が
子
供
耐

人
背
負
つ
て
．
五
ッ
六
ッ
の
男
の

　
　
　
チ

子
を
輔
入
連
れ
で
居
た
新
潟
在

あ
た
り
か
ぢ
出
て
来
た
格
好
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

あ
つ
た
。
花
火
が
打
揚
げ
ら
れ

ろ
度
に
人
々
は
ざ
わ
め
〉
例
の

、
男
の
子
は
母
親
と
別
れ
た
も
の

。
と
思
つ
た
の
で
あ
ろ
う
火
の
付

瞬
な
ん
て
呼
ぷ
も
の
・
で
な
い
何

処
え
も
行
か
ん
か
ら
だ
ま
つ
て

見
て
い
ろ
グ
と
言
い
聞
か
せ
た

も
の
㌧
十
分
と
た
㌧
な
い
内
に

又
再
ぴ
瞬
－
が
い
ね
エ
し

と
泣
声
を
張
り
揚
げ
た
嫁
さ
ん

の
狼
敗
は
｝
通
り
で
は
な
か
つ

た
。
母
親
が
不
素
の
事
も
考
え

す
に
、
五
、
．
六
才
の
子
供
に
今

日
だ
け
、
お
母
さ
ん
と
か
カ
ァ

ナ
ヤ
ン
と
か
呼
べ
と
敏
え
る
ζ

と
の
無
理
さ
を
見
せ
ら
れ
深
く

考
え
る
も
の
が
あ
つ
た
、

郡
都
安
塚
村
の
宵
葉
の
如
き
も

い
た
よ
う
な
声
を
張
ρ
あ
げ
て
郡
都
と
し
て
は
余
り
に
も
出
鱈

㌧
「
蝉
ギ
堕
ト
」
4
ト
と
呼
ぶ
嫁
目
だ
と
思
う
。
税
務
署
、
地
方

さ
ん
は
“
そ
ん
癒
大
・
ぜ
。
な
声
で
事
務
所
等
に
も
安
塚
村
出
身
の

囑
多
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
る

が
誰
「
人
と
し
て
言
葉
を
省
る

傾
向
が
な
い
よ
う
だ
。
日
ぐ
、

〃
お
ま
ん
〃
ど
こ
え
い
つ
て
ん

か
〃
何
し
て
ん
か
〃
し
つ
か
め

て
来
い
？
〃
等
に
あ
つ
て
は
標

準
語
に
程
遠
い
ど
こ
ろ
か
全
く

縁
の
な
い
，
も
の
と
か
て
よ
か
ろ

う
。
先
す
人
様
の
一
悪
口
を
言
う

よ
り
松
代
村
の
言
葉
を
走
正
し

ぞ
行
き
た
い
と
思
う
。
家
柄
や

㎜
貧
、
富
の
差
に
よ
つ
て
親
を
夫
を

誕
子
を
呼
ぶ
呼
称
が
違
う
が
如

き
は
尤
も
慧
速
に
改
め
ね
ば
な

　
松
代
村
大
字
蓬
李
　
四
〇
七

　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
亀
市

，
松
代
村
大
字
松
代
五
三
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
政
吉
．

，
松
代
村
大
字
小
屋
丸
五
六
六

　
　
　
　
　
　
　
』
山
賀
清
次

　
　
〃
　
・
　
■
池
尻
九
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
室
岡
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
松
代
村
大
字
悔
老
鳥
周
五
三

　
　
　
　
　
　
　
．
甲
若
月
七
メ

　
　
〃
こ
　
　
一
清
水
六
八
○
・

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
久
義

第
二
群

第
二
群

第
四
群
、
、

’
松
代
柑
大
字
会
沢
・
八
四
八

　
　
　
　
　
　
　
万
朋
ソ
ヤ
ウ

一
新
潟
大
學
病
院

　
　
復
興
資
金
募
金
に
つ
い
て

縣
昆
唯
一
，
¢
医
療
機
関
で
あ
り

ズ
保
健
維
持
ひ
施
設
で
あ
る
ご

の
大
学
病
院
が
昨
年
十
一
月
十

二
日
焼
失
し
だ
事
は
御
同
様
痛

惜
に
堪
へ
な
い
と
こ
ろ
マ
あ
り

ぎ
す
。

こ
れ
が
復
興
に
つ
い
て
は
縣
民

運
動
と
し
て
資
金
確
得
に
努
力

し
て
剛
日
も
早
く
復
興
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
、
乏
駕
奪
つ
た
訳

で
す
。
そ
の
事
來
の
「
環
と
し

て
縣
下
各
市
町
村
で
は
街
頭
募

金
に
窓
口
募
金
．
に
相
当
の
成
績

を
牧
め
て
．
い
る
処
も
あ
．
り
ま
す

当
松
代
林
に
於
て
も
左
記
に
依

ウ
役
揚
の
窓
口
に
お
，
い
て
村
民

篤
志
者
の
零
細
寄
附
を
受
付
け

致
し
ま
す
か
ら
何
卒
成
果
あ
る

様
皆
さ
ん
Q
格
別
な
る
御
高
配

マ
願
い
よ
す
．

　
　
　
記

一
輿
施
方
法

　
窓
口
募
金

　
e
期
聞
　
周
月
輔
，
一
十
五
H
！

　
　
二
月
十
五
日
の
二
十
日
間

⇔
　
楊
所
当
村
役
場
玄
関
正
面

日　幕，

金
箱
新
潟
た
、
学
復
興
資

■
金
募
金
箱
と
標
識
し
て
お
き

”
ま
す
。
響

㈲
，
寄
附
金
の
牧
納

、
村
、
で
は
最
後
に
取
ひ
ま
．
と
め

営
て
新
潟
日
報
肚
へ
途
金
す
渇

㈲
，
寄
附
金
額
の
公
表

，
市
町
村
毎
に
新
潟
日
報
紙
上

　
で
公
表
す
．
る
。

玲
松
代
中
．
学
校
．
伽
よ
”

　
▽
第
」
一
回
珠
■
算
、
検
定
実
施

難
韓
繁
霧
明
施
轍

面
第
咽
回
校
内
珠
算
検
定
を
実

施
し
た
こ
の
検
定
は
商
工
省
珠

算
、
検
定
に
よ
る
六
級
合
絡
者
は

左
の
＋
各

一
年
生

ら
ん
弊
で
あ
、
る
』
標
準
語
ど
ま

で
行
か
な
く
と
も
よ
い
誰
が
あ

つ
て
も
よ
い
と
思
う
が
せ
め
て
．

人
仲
九
出
て
ど
う
に
か
耽
じ
事

に
語
り
合
わ
れ
ξ
言
葉
と
七
た

い
も
の
で
あ
る
、
小
学
校
で
も

私
が
僕
が
と
い
う
如
く
致
育
し

て
い
ら
れ
る
様
で
あ
る
が
単
に

先
生
の
仕
事
や
務
め
の
如
く
考

え
す
、
家
庭
に
於
て
も
こ
れ
等
に

呼
応
す
べ
き
で
あ
る
ヒ
ゲ
面
の

爺
様
が
出
し
扱
け
に
僕
等
が
と

か
婆
さ
ん
が
私
が
と
．
云
え
出
し

た
ら
笑
止
禁
じ
得
い
に
一
時
も

あ
ろ
う
が
敏
育
の
た
め
將
来
の

た
め
・
下
腹
に
力
を
入
れ
笑
わ
牛

に
訂
正
し
て
行
か
う
で
は
あ
り

ま
ゼ
ん
か
？
…
乳

二
年
生

三
年
生

　
　
　
関

　
■
、
万
羽
栄
ぞ

▼
松
中
寄
宿
舎
ー

豪
雪
地
の
特
殊
校
と
し
て
寄
宿

含
を
持
つ
松
代
中
学
校
昨
年
村

当
局
並
に
学
区
民
の
絶
大
な
る

御
援
助
と
理
解
あ
る
協
力
に
よ

り
寄
宿
舎
を
建
築
し
て
い
た
y

い
た
五
〇
名
の
寄
宿
含
生
は
一

室
一
、
五
畳
各
室
一
ニ
ト
ニ
ニ
名

に
別
れ
男
子
二
四
名
二
室
女
子

一
，
一
六
名
で
二
室
舎
監
室
炊
事
婦

室
明
い
炊
事
室
六
名
づ
、
入
れ

る
浴
槽
各
室
二
燈
の
電
燈
廊
下

の
電
燈
等
コ
ゥ
ぐ
と
し
て
向

原
の
独
“
得
の
夜
景
で
あ
る
学
脅

用
机
も
備
つ
て
い
る
舎
監
は
毎

日
男
の
先
生
が
交
代
で
勤
務
炊

弗
婦
は
山
賀
ま
つ
え
さ
ん
含
長

は
三
年
生
小
堺
貞
男
君
生
徒
は

含
監
の
助
言
皆
導
の
も
と
自
車

的
に
団
休
生
活
の
規
約
を
作
り

醐
蕪
琢
磨
規
律
あ
る
日
常
生
沃

を
途
“
て
い
る

▽
よ
い
子
強
い
子
貯
金
す
る
午

伊
咋
年
七
月
三
十
一
日
第
｝
学
期

．
佐
藤
ヨ
キ

高
橋
和
子

鈴
木
恵
美
子

山
岸
利
鯉
．

齊
藤
民
造

、
柳
庄
挙

谷
努
小
堺
貞
男

　
　
．
　
柳
美
知
子

絡
了
式
の
あ
と
松
代
村
農
業
協

同
組
合
長
さ
ん
の
臨
席
の
も
ど

松
代
村
立
松
代
中
学
校
こ
ど
も

協
同
組
合
を
設
立
全
校
生
徒
組

合
員
組
合
員
の
中
か
ら
各
役
貴

が
選
出
さ
れ
組
合
長
参
事
原
簿

係
計
算
係
計
算
主
任
等
各
分
担

、
を
決
め
て
第
二
学
期
か
ら
貯
金

業
務
を
開
始
し
た
原
簿
の
作
製

貯
金
通
帳
の
作
製
等
毎
日
の
仕

導
は
文
書
享
務
や
計
算
等
の
よ

い
経
験
で
あ
る
又
組
合
員
は
決

し
て
貯
金
高
の
競
争
を
し
冠
い

で
各
W
自
が
自
分
の
お
小
遣
を
倹

約
し
た
の
ノ
自
分
で
働
い
た
お
金

を
貯
金
し
て
い
る
二
と
、
お
金

の
正
し
い
使
い
方
を
学
ぷ
こ
と

、
お
金
の
取
扱
に
つ
い
て
間
違

“
の
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、

自
分
達
の
組
合
を
自
分
達
で
運

営
む
て
行
く
こ
遭
等
の
よ
い
処

が
見
5
れ
る
、
｝
月
二
士
言

現
在
総
額
拾
壱
万
．
土
．
．
千
円
で
唄
，

人
当
肛
三
百
五
拾
円
で
あ
る
．

　
キ
じ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
ヤ

▼
ス
キ
ー
部
練
習
開
始
、

ス
キ
ー
発
鮮
の
地
は
高
田
の
金

谷
山
雪
の
な
い
束
京
や
関
西
か

ら
は
ズ
キ
レ
列
車
が
越
後
に
來

る
。
雪
に
う
も
れ
て
小
牛
年
な

者
発
青
盛
り
の
少
年
に
は
身
の

置
き
処
に
苦
し
む
広
い
世
界
を

ど
こ
ま
で
も
自
由
に
野
山
を
か

け
め
ぐ
る
ス
キ
ー
、
降
雪
と
同

時
に
ス
キ
ー
部
億
足
部
員
二
〇

名
毎
日
練
習
に
晶
進
し
て
い
る

金
日
本
学
生
ス
キ
！
大
會
に
名

を
上
げ
た
高
橋
林
渠
君
が
時
々

殊
て
コ
ー
チ
し
て
ぐ
れ
る
の
で

生．

徒
は
眼
切
つ
て
い
る
。

　
　
者
の
援
護
調

．

悪
夢
の
如
き
大
李
洋
戦
争
が
絡

結
を
つ
げ
て
七
度
自
の
新
春
を

迎
え
た
。
今
日
否
和
え
の
希
望

が
来
た
遺
族
各
位
に
於
か
れ
て

は
逼
、
追
せ
る
世
情
の
下
に
M
家

の
支
柱
を
失
は
れ
殊
に
現
今
の

物
，
価
変
動
に
塗
炭
わ
困
苦
を
な

め
ら
れ
て
居
急
に
も
不
抱
え
が

国
家
的
済
清
は
全
く
目
途
を
失

い
た
る
状
．
態
で
あ
す
自
力
厚
生

の
道
を
辿
り
現
下
の
窮
歌
を
打

開
し
李
和
日
本
再
建
に
寄
興
す

る
べ
く
肚
会
の
か
た
す
み
と
は

い
、
。
乍
ら
略
生
き
て
來
た
今
こ

う
し
た
人
援
の
苦
労
が
む
く
い

ら
れ
戦
孚
犠
性
者
の
授
護
策
が

眞
剣
に
構
ぜ
ら
れ
て
い
る
－

政
府
は
十
八
β
傷
イ
軍
人
及
び

遺
族
援
護
費
に
ρ
い
て
閣
議
を

開
き
ほ
ぽ
そ
の
大
綱
が
決
定
し

た
こ
れ
．
に
よ
る
と
大
巾
な
授
護

を
見
込
ん
だ
厚
生
案
は
全
面
的

に
撤
回
さ
れ
池
田
藏
相
案
の
御

燈
明
料
程
度
に
、
創
減
さ
れ
た
。

正
式
決
定
は
十
八
日
の
閣
議
で

▽
遺
族
年
金
n
未
亡
人
世
帯
の

み
に
適
用
基
本
金
月
千
円
と
本

人
及
ぴ
第
－
醐
子
に
各
六
百
円
第

二
子
以
下
四
百
円
▽
一
時
金
鷲

両
親
十
万
円
片
親
に
五
万
円
の

公
債
を
与
え
る
組
父
母
も
こ
れ

に
準
す
る
が
最
高
十
万
円
で
打

切
る
模
様
▽
傷
害
年
金
睡
特
項

症
か
ら
六
項
症
の
七
段
階
に
分

け
ち
れ
妻
と
子
を
持
つ
傷
イ
者

に
は
最
高
年
額
五
万
六
千
円
最

低
三
万
九
千
五
百
円
支
給
す
る

模
様
▽
更
生
援
護
費
a
七
億
附

▽
未
復
員
者
援
護
費
n
十
八
億

円
▽
遣
見
育
英
資
金
髄
七
千
万

円
▽
祭
祀
料
駐
輌
市
町
村
当
り

｝
万
円
程
度
の
補
助
費
を
支
給

さ
れ
み
模
様
、
こ
れ
ら
各
部
門

の
細
部
に
つ
い
て
は
四
月
国
会

に
上
提
さ
れ
る
迄
に
決
定
さ
れ

る
が
▽
村
当
局
と
し
て
も
こ
れ

ら
縣
世
話
課
の
揖
示
に
よ
り
碧

々
と
戦
淡
者
調
査
を
進
め
て
居

り
，
調
査
．
資
料
も
ほ
ず
完
了
を
見

た
の
で
本
月
下
旬
か
ら
二
月
初

向
に
か
け
て
係
員
出
張
の
上
各

部
落
毎
に
一
定
の
場
所
に
関
係

者
の
参
集
を
、
願
い
調
査
を
進
め

る
段
階
の
運
び
と
な
つ
て
居
り

村
當
局
は
手
績
も
れ
な
き
よ
う

職
雫
犠
性

岬蝦：

査
完
『
了

ま
す
の
で
そ
の
際
各
関
係
者
の

御
協
力
を
要
望
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

納
税
準
備
貯
蓄
組
合
，
’

　
　
　
　
　
　
結
成
近
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

本
月
廿
一
日
午
后
七
時
よ
り
拠

代
村
役
場
に
於
い
て
安
塚
税
跳

署
総
務
課
長
同
室
川
事
務
官
地
…

方
事
務
所
総
務
課
増
田
主
事
鋼

出
張
納
税
貯
蓄
組
合
結
成
推
推

懇
談
会
を
開
催
し
た
。
．
、
　
｝

本
夕
の
参
会
者
一
般
業
者
三
ナ

数
名
部
落
有
志
十
数
名
金
融
機

関
側
よ
り
第
四
銀
行
支
店
関
斧

己
子
雄
氏
農
協
組
合
長
柳
貞
韓

氏
同
金
融
部
長
柳
鑑
爾
氏
御
出

席
、
松
代
部
落
総
代
関
谷
彦
衛
．

氏
の
開
会
の
挨
拶
に
ょ
り
開
令

業
者
側
か
ら
活
淡
居
る
意
見
に

総
務
課
長
も
た
じ
く
の
態
で

め
つ
た
最
初
の
室
気
で
は
種
々
、

の
誤
解
も
あ
り
．
未
知
の
為
不
安

の
点
も
多
く
從
來
の
政
府
の
天

下
り
式
が
先
入
感
と
し
て
張
ぐ

結
成
も
未
だ
じ
と
感
ぜ
ら
れ
た

が
室
川
事
務
官
、
檜
田
主
事
φ

懇
切
な
る
論
明
に
よ
じ
業
者
A

大
体
結
成
の
気
運
に
進
み
、
加

え
金
融
機
関
の
積
極
的
意
向
で

近
日
中
に
結
成
の
運
と
な
る
底

の
と
思
う
。
金
融
機
関
で
も
今

迄
の
自
由
納
税
貯
蓄
と
同
様
礁

金
叉
事
務
等
も
全
力
萄
あ
げ
で

努
力
サ
ー
ビ
ス
す
る
方
針
で
あ

る
の
で
皆
様
の
協
力
を
得
れ
げ

資
本
の
蓄
積
に
も
な
り
、
国
の

方
針
蕉
も
添
え
又
助
威
金
も
浮

け
ま
し
て
滞
納
等
も
｝
掃
さ
れ

輔
石
三
鳥
四
鳥
に
為
な
り
喜
ぱ

し
き
次
第
と
思
う
今
迄
の
預
命

　
　
　
　
　
　
　
ぺ

と
違
い
現
金
を
引
き
出
し
て
納

税
せ
す
と
も
令
書
の
額
に
よ
づ

て
金
融
機
関
で
周
括
納
入
の
雪

法
を
取
り
ま
す
か
ら
便
利
で
あ

り
安
心
で
あ
る
と
云
う
訳
で
オ

次
に
皆
様
の
御
心
配
し
て
い
広

れ
る
個
人
毎
の
貯
蓄
高
等
内
面

に
於
け
る
調
査
は
税
務
職
員
に

は
絶
対
に
付
興
さ
れ
て
い
な
い

の
で
こ
の
点
心
配
は
な
い
の
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

め
り
ま
す
術
加
入
も
脆
退
も
白

山
で
あ
り
少
し
も
束
縛
声
れ
ぬ

も
の
と
法
に
謳
つ
て
あ
・
、
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産
業
経
濟
欄
を
設
定
、

本
紙
も
こ
≧
第
四
＋
九
号
を

発
行
す
る
ま
で
に
，
至
り
ま
し
た

奉
紙
は
村
民
の
機
関
紙
で
あ
り

広
く
村
毘
と
行
政
経
済
文
化
機

関
と
の
橋
渡
し
の
性
格
の
も
と

に
生
れ
ま
し
た
。
．

撚
し
乍
ら
過
去
を
省
み
て
そ
の

不
質
に
も
と
る
憾
電
し
と
せ
ず

こ
の
欠
陥
を
補
足
す
る
た
め
に

一
面
を
行
政
敢
會
、
，
二
面
に
産

業
経
済
欄
の
構
想
を
む
つ
て
本

サ
よ
り
改
め
ま
す
二
面
記
慕
は

産
業
経
済
團
体
の
農
業
協
同
組

台
が
主
体
と
な
つ
て
記
事
の
蒐

巣
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

此
の
新
聞
が
多
少
な
り
と
も
皆

様
の
御
役
に
な
る
こ
と
を
所
念

す
る
も
の
で
あ
る
o

経
螢
改
善
の

　
　
　
心
’
要
性

国
民
の
悉
く
か
ら
期
待
さ
れ
た

繭
和
発
効
の
新
春
を
迎
え
誠
に

箸
ば
畠
し
い
限
り
で
御
座
い
ま
す

ぐ
れ
に
今
年
は
龍
年
で
も
あ
り

私
共
農
塒
も
眞
剣
に
立
上
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
年
か
乏
思
わ

れ
ま
す
。
背
か
。
ら
噸
年
の
計
は

．
．
亘
に
め
り
と
言
わ
れ
で
い
る

，
山
う
に
年
頭
に
当
つ
－
て
そ
の
年

．

重
復
す
る
面
が
あ
6
か
も
知
れ
一

な
い
が
識
を
璽
蕩
箋

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
個
．

，
々
の
作
物
の
塘
産
は
牧
入
を
増
・

加
さ
せ
る
重
．
要
な
手
段
で
あ
る

・
こ
と
は
云
う
ま
で
も
め
り
ま
せ

ん
が
た
y
そ
の
捷
術
が
無
計
画

的
マ
は
経
営
の
成
果
を
高
め
る

こ
と
は
出
來
ま
せ
ん
。
経
営
の

目
標
は
飽
く
迄
綜
合
牧
入
の
埆

加
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
耕

種
な
り
養
蚕
な
り
畜
産
な
り
或

は
又
副
業
な
り
い
ろ
ん
な
生
産

部
胃
を
自
己
の
経
営
に
合
致
せ

し
め
て
組
合
す
こ
と
に
よ
り
始

め
て
経
営
全
体
の
成
渠
が
挙
げ

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
経
営
と
は
組
合
せ
の
技
術
で

め
つ
て
増
産
技
術
を
如
何
に
組

合
せ
た
ら
全
体
と
し
て
の
牧
入

塘
加
を
見
る
こ
と
が
出
来
，
る
か

と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
｝
段
と
広
い
覗
野
か

ら
常
に
計
画
的
に
も
の
夕
．
考
え

て
ゆ
か
な
，
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳

で
折
角
家
畜
を
取
り
入
れ
て
も

購
人
飼
料
に
対
す
る
依
存
度
が

高
い
た
め
飼
料
の
暴
騰
に
目
を

丸
く
し
生
産
物
の
低
落
に
失
望

す
る
よ
う
な
こ
と
σ
な
い
よ
う

に
堅
実
な
経
営
方
針
で
進
曹
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
・
紙
面
の
都
合

上
各
項
財
に
亘
り
読
明
を
加
え

る
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
が
計
画

樹
立
に
当
り
考
慮
す
べ
き
点
に

　
①
土
地
生
産
力
の
増
強

　
②
労
働
能
牽
の
向
上
と
労
働

　
　
力
の
適
正
配
分

　
　
　
、
　
　
　
　
、
衛
生
的

｛

③
経
営
の
多
角
化

④
生
計
費
の
予
算
化

．
⑤
生
熊
物
の
高
度
利
用

⑥
畑
地
の
利
用
率
増
湘

⑦
畜
力
の
利
用
塘
進
亘

辱
が
挙
げ
ら
れ
る
が
当
初
に
述

｝
ぺ
蘇
く
自
房
周
囲
を
取
巷

　
く
環
境
に
脚
し
た
経
営
計
画
が

爵
騎
鯵
こ
と
露

の
計
画
を
綿
密
に
樹
て
る
こ
と

が
大
切
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
「

な
に
長
い
冬
だ
・
春
迄
に
は
い
く

ら
で
も
出
來
る
」
と
思
つ
て
い

　
　
　
　
　
ヤ

る
中
に
裏
山
に
篤
が
來
・
て
、
「
春

切
り
」
、
の
時
期
と
な
つ
て
了
え

ま
す
。
又
「
百
姓
■
に
計
面
な
ん

か
必
要
な
も
ん
か
」
と
小
馬
鹿

に
し
て
か
、
つ
て
祀
先
傳
来
の

家
宝
的
農
法
を
続
け
る
こ
と
に

ょ
り
農
家
の
生
活
向
上
は
遅
々

と
し
て
進
ま
す
家
計
は
年
々
苦

し
く
な
り
毎
年
赤
字
が
重
む
結

果
と
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
諸

物
価
が
暴
騰
し
．
て
い
る
の
で
負

債
も
そ
れ
程
気
に
か
け
す
「
な

に
剛
万
や
二
万
そ
の
中
に
な
ん

と
か
な
る
わ
い
」
，
と
た
か
琶
く

、
っ
て
い
る
と
何
時
迄
た
つ
て

も
ど
う
に
も
な
ち
す
段
々
苦
し

く
な
る
一
方
と
な
り
ま
ず
。
今

后
国
家
経
済
が
安
定
し
通
貨
が

牧
縮
さ
れ
た
揚
合
を
考
え
る
と

殊
更
に
そ
の
感
を
深
く
さ
れ
ま

す
。
こ
の
意
味
合
か
ら
噛
今
年

こ
そ
自
分
の
今
迄
の
や
り
方
を

深
く
反
省
し
し
σ
．
か
り
と
し
士

自
家
の
農
業
経
営
計
画
を
樹
て

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
．
の
こ

と
は
以
前
に
本
紙
を
通
じ
て
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
或
い
は

◎

肥
料
情
報

肥
料
》
事
情

硫
安
電
力
事
情
が
悪
い
上
に
輸

　
　
　
　
　
り

　
出
が
非
常
に
有
利
で
め
る
為

　
現
在
綱
○
貫
入
夙
千
円
台
と

　
冒
つ
て
居
り
ま
す
が
現
物
は

　
各
地
に
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
随

　
而
春
先
需
要
期
に
幽
廻
つ
て

　
も
輔
杁
蝋
閣
○
○
円
位
に
成

　
る
で
し
よ
臥
9

石
次
窒
素
む
硫
安
と
同
じ
條
件

　
で
仲
々
高
い
事
を
言
つ
て
居

　
り
ま
す
然
も
原
料
の
カ
！
バ

　
イ
ト
の
ま
、
売
つ
た
方
が
窒

　
素
に
す
る
よ
り
有
利
と
言
っ

北
様
な
状
況
で
ず
。

最
近
硫
安
よ
り
石
窒
を
多
く

レ
使
用
す
る
傾
向
が
有
り
ま
す

　
の
で
石
窒
の
需
要
が
多
く
春

　
先
の
見
透
し
と
し
で
は
㎝
袋

　
七
〇
〇
円
台
と
言
い
ま
す
。

過
燐
酸
昨
年
は
原
料
の
硫
化
鉱

　
の
減
産
の
爲
品
不
足
を
生
じ

い
念
激
に
値
が
上
つ
た
が
現
在

　
で
は
硫
化
鉱
の
手
持
も
多
く

　
な
り
主
要
原
料
た
る
硫
酸
が

　
多
量
に
確
保
さ
れ
た
為
非
常

　
忙
好
転
致
し
て
居
り
ま
す
然

　
も
電
力
を
他
の
肥
料
程
必
要

　
と
し
な
い
の
で
今
春
は
今
迄

婦
人
貯
菩
組
合
の

発
足
に
當
り
て

新
七
い
農
村
を
作
り
上
げ
、

明
る
く
楽
し
い
文
化
生
活
を
ず

る
こ
と
は
、
現
下
の
農
村
に
と

つ
て
是
非
と
も
必
要
な
こ
乏
で

の
る
。
然
し
獅
が
ら
い
ざ
そ
．
れ

ど
輿
行
す
る
と
な
る
と
色
々
の

辮
岡
に
一
ぬ
面
す
る
、
の
で
あ
る
。

辰
家
の
主
婦
の
毎
日
の
生
活
を

恢
り
返
つ
て
み
ゐ
と
、
・
一
日
の

辰
作
業
が
経
り
吾
が
家
へ
帰
れ

ぽ
夕
食
の
仕
度
、
子
供
の
世
話

八
浴
の
準
傭
、
そ
れ
に
縫
物
や

明
日
の
農
作
業
の
用
意
等
々
、

盆
ぐ
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

り
忙
し
い
中
か
ら
生
溶
を
能
率

じ
ノ
碑
・
4
．
。
．
　
　
、
、
　
．
、
；
て
蕨
，

を
め
ざ
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
並
大

低
の
こ
と
で
は
な
い
。
け
れ
ど

も
之
に
く
じ
け
て
い
て
は
何
時

迄
た
つ
て
も
向
上
も
進
歩
も
な

い
の
で
あ
る
ー
な
ん
と
・
か
努
力

し
て
一
歩
く
成
し
と
げ
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

わ
づ
か
づ
、
の
努
力
に
依
つ
て

少
ル
で
む
生
活
改
善
が
出
來
」

労
力
が
は
ぶ
け
、
そ
の
時
聞
を

農
業
生
産
力
の
発
展
と
農
村
の

激
会
的
、
経
済
的
地
位
の
向
上

疋
向
け
、
生
活
文
化
の
進
歩
発

展
を
図
る
こ
と
が
出
來
た
な
ら

ば
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
プ

ラ
ス
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
p
、
現
在
の
農
村
に

於
け
る
婦
人
の
労
働
が
極
め
て

奪
一
・
し
：
マ
一
・
－
ー
　
　
・
ρ
ノ
蓮

率
鱒
な
　
科
学
的
な

な
生
活
様
式
に
改
善
を
な
し
、

婦
人
労
働
の
合
理
的
節
減
を
ば

か
り
，
、
農
村
生
活
の
文
化
向
上

を
な
す
こ
と
が
、
現
在
強
く
叫

ば
れ
て
い
る
生
活
改
善
そ
の
も

の
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
輿

行
す
る
に
は
叉
少
な
か
ら
の
資

金
も
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
資
金
を
主
婦
自
ら
の
手
で

蓄
積
し
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要
な

の
で
め
る
。
そ
れ
に
は
婦
人
貯

蓄
組
合
を
作
り
協
同
の
力
に
依

り
相
協
，
右
し
て
目
的
を
達
威
し

て
ゆ
ぐ
の
が
最
も
よ
い
方
法
の

一
つ
な
の
で
あ
る
。

か
、
る
見
地
よ
り
し
て
松
代
村

農
業
協
同
組
合
に
於
て
も
予
て

よ
ー
寄
＼
£
杖
；
巳
㌧
メ
b
－
－
、

婦
人
貯
蓄
組
合
の
結
成
促
進
に

努
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
ハ
此

度
機
熟
し
、
愈
々
新
年
を
期
し

で
松
代
婦
人
会
を
母
体
と
，
し
て

之
が
発
足
を
見
る
に
至
つ
た
こ

と
は
、
誠
に
有
意
義
な
喜
ぷ
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
’

大
字
松
代
以
外
の
各
部
落
の
婦

人
会
に
於
て
も
着
々
そ
の
計
画

が
進
め
修
れ
つ
、
あ
り
、
村
の

経
済
機
関
た
る
農
業
協
同
組
合

を
中
心
と
し
て
、
全
村
剛
丸
と

な
れ
る
婦
人
貯
蓄
組
合
の
結
威

を
見
る
日
竜
遠
く
な
い
も
の
と

　
　
　
　
サ

予
想
さ
れ
る
。
結
成
に
当
つ
て

の
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
は

薩
接
協
同
組
合
と
連
絡
の
上
、

速
か
に
実
現
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

『
リ
ノ
一
ご
ー
7
」
戸
一
＼
γ
ワ
一
ノ
レ
）
，
J
G

の
見
『
通
■
寛
し

　
程
の
値
上
か
は
無
い
と
思
い

ま
す
が
見
透
を
し
で
、
は
一

　
夙
一
七
％
で
約
七
〇
〇
冊
程

．
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

加
里
全
部
輪
入
品
で
現
在
迄
は

　
ズ
ベ
イ
ン
及
東
独
西
独
物
の

　
公
団
手
持
等
が
出
廻
つ
た
関

　
係
上
比
較
的
安
か
つ
た
の
で

　
す
が
此
れ
も
春
肥
に
使
い
ぱ

　
殆
ど
無
く
な
る
の
で
秋
肥
分

・
よ
り
新
期
輪
入
分
が
出
廻
る

　
　
　
　
　
ゆ

▼
事
に
成
ゆ
随
つ
て
春
肥
の
牛

　
ば
か
ら
幾
分
値
上
り
．
を
見
お

　
事
と
思
わ
れ
結
局
塩
化
加
里

　
5
0
％
十
貫
で
千
円
近
く
な
り

　
硫
酸
加
里
は
此
れ
の
約
三
割

　
高
と
見
て
い
ま
す
。

配
合
肥
料
昨
年
各
部
落
で
少
し

　
す
つ
施
肥
し
て
共
の
効
果
が

　
認
め
ら
れ
て
い
る
信
越
化
学

　
の
嗣
，
完
全
配
合
』
幅
名
ア
パ
男

　
ツ
配
合
は
御
承
知
の
石
次
窒

　
素
と
同
じ
位
の
袋
で
成
分
量

　
は
窒
素
九
％
燐
酸
質
六
％
加

　
里
八
％
の
割
で
松
代
村
の
様

　
に
酸
性
の
強
い
地
方
に
最
ε
、
・

『
適
し
た
配
合
肥
料
と
言
わ
れ

　
債
格
は
一
袋
約
七
貫
目
で
八

　
百
円
程
皮
乏
言
う
見
透
し
で

　
す
伺
施
肥
は
反
当
唄
袋
牛
か

　
ら
二
袋
と
さ
れ
て
居
り
ま
す

四
回
多
い
の
は
毎
月
子
供
を
漆
．

一
む
然
も
二
、
三
ヵ
月
で
成
有
し

　
　
む

て
又
子
供
を
産
む
C
そ
う
す
る

ど
所
謂
鼠
㎝
算
で
好
條
件
で
は
…

つ
が
い
の
鼠
の
子
孫
獄
三
年
後

に
は
何
と
三
億
五
千
万
匹
に
な

る
尤
も
此
れ
は
一
匹
も
死
な
す

に
繁
殖
し
た
揚
合
で
あ
つ
て
人

間
や
猫
が
追
か
け
ま
わ
し
て
退

治
し
て
ポ
い
る
か
ら
或
る
程
度
迄

押
え
て
は
い
る
が
其
れ
に
し
て

も
こ
の
儘
放
つ
て
置
く
と
．
次
第

に
人
間
の
食
料
に
食
い
込
ん
．
で

く
る
。
鼠
幅
匹
一
日
の
食
料
は

米
に
な
お
し
て
十
瓦
］
年
で
は

総
量
四
百
万
石
以
上
と
な
る
。

金
に
し
て
二
百
億
万
円
か
．
ら
に

な
る
年
間
輸
入
食
料
の
約
黍
に

相
当
す
る
と
か
其
外
衣
類
や
家

具
に
及
ぽ
す
損
審
を
計
算
し
た

ら
更
に
倍
以
上
の
破
害
に
な
る

ざろ

う
そ
の
上
鼠
は
チ
ブ
・
ス
、

ベ
ス
ド
等
の
傳
染
病
の
仲
介
を

す
る
此
の
恐
る
べ
き
鼠
の
害
に

　
▼
鼠
の
全
滅
近
し

日
本
人
は
大
規
模
な
鼠
退
治
の

　
　
　
　
　
　
ヤ

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

人
間
に
害
を
与
え
る
動
物
の
う

ち
で
最
も
し
つ
ご
く
最
も
被
害

の
多
い
の
は
鼠
で
あ
る
。

処
が
共
れ
程
鼠
の
害
に
困
ら
さ

れ
て
い
る
人
間
が
、
鼠
が
非
常

な
猛
威
を
振
う
極
め
て
危
陰
な

敵
で
あ
る
事
を
充
分
に
認
識
し

て
い
な
い
人
が
多
い
。

先
す
日
本
の
家
に
い
る
鼠
の
数

は
ざ
つ
と
人
口
の
倍
と
見
て
よ

い
。
然
し
共
の
繁
殖
力
は
遙
か

に
人
間
を
引
き
は
な
し
て
い
る

■
　
肉
　
　
ー
・

気
が
付
い
た
む
誰
も
本
気
で
鼠

り““

退
治
に
一
乗
り
出
さ
す
に
は
い
ら

の

五
な
い
と
思
う
然
し
人
聞
は
通

去
何
百
年
聞
も
鼠
と
戦
つ
て
來

た
が
途
に
勝
利
を
得
ら
れ
な
か

つ
た
今
度
ア
メ
リ
カ
で
発
見
さ

筋
た
夙
ル
フ
ア
リ
払
と
言
う
薬

は
此
れ
こ
そ
鼠
族
の
浬
倉
を
決

す
る
事
の
出
來
る
薬
で
あ
つ
た

從
來
の
猫
イ
ラ
ズ
と
違
い
人
間

や
猫
に
害
無
く
鼠
が
好
ん
で
食

べ
る
中
に
長
い
間
に
鼠
自
体
が

知
ら
串
ピ
V
の
中
に
死
滅
す
る

特
長
を
有
ず
る
．
も
の
で
牛
丹
冊

の
使
用
で
藥
を
混
入
し
た
団
子

も
減
ら
な
く
な
り
随
つ
て
鼠
も
‘

全
滅
レ
て
し
ま
い
ま
す
。
、

此
新
殺
鼠
剤
『
ワ
ル
フ
ァ
リ
・
鵡

を
以
つ
で
作
つ
た
強
力
殺
鼠
剤

『
デ
ス
モ
■
ア
』
を
新
発
売
致
し
ま

し
た
新
殺
鼠
剤
に
よ
り
此
の
人

間
最
大
の
敵
を
一
日
も
早
く
退

治
し
ま
し
よ
う
り

　
慣
格
岡
袋
，
・
五
五
円

松
代
村
，
の
畜
産
の
將
來
は
黛
・
…
・

　
　
ノ

人
聞
様
の
食
生
活
の
中
で
最
略

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　

カ
ロ
リ
！
の
多
い
味
の
あ
る
も

の
は
斎
産
生
産
物
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
さ
て
松
代
村
の
畜
産

の
惰
況
は
何
ん
な
数
字
を
示
し

て
居
り
ま
し
よ
う
か
現
在
の
本

村
農
家
の
経
済
的
に
占
め
る
概

況
を
覗
て
今
後
の
本
村
畜
産
の

経
営
に
つ
い
て
其
の
構
想
を
樹

｛
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
二
十
六
年
度
の
供
米
代
金

及
ぴ
雑
穀
の
売
上
の
概
数
は
昌
、

嵩
8
万
円
位
か
と
思
は
れ
ま
す
。

畜
産
牧
入
は
養
鶏
を
含
め
凡
そ

一
、
兄
O
万
円
位
と
思
い
ま
す
、
此

の
数
字
が
占
め
る
比
率
は
耕
種

一
8
に
対
し
、
四
四
位
か
と
恵
は
れ

ま
す
。
そ
れ
で
は
松
代
村
の
畜

産
は
こ
れ
以
上
伸
ぴ
る
要
素
を

も
つ
て
居
な
い
の
で
し
よ
う
か

決
し
て
そ
う
で
は
有
ま
せ
ん
松

代
村
の
地
勢
や
力
働
の
情
況
か

ら
見
て
ま
だ
く
相
当
の
発
展

を
望
む
事
は
何
等
無
理
が
な
く

次
し
て
不
可
能
と
は
思
ば
れ
ま

せ
ん
勿
論
現
在
の
飼
料
価
の
高

騰
等
に
よ
り
採
算
が
取
れ
な
い

と
考
え
る
方
も
あ
り
ま
し
よ
う

が
而
し
盛
夏
の
候
と
も
な
れ
ば

一
、
ー
』
，
…
　
⊃
　
ヨ
に
　
）
　

ナ
’
b
－
一
φ
i
・
　
．
　
　
レ
　
）
　
・
．
r

無
繋
藏
に
近
げ
天
然
資
源
に
感

ま
れ
て
い
る
本
村
で
も
あ
り
又

之
等
の
山
野
草
の
化
学
的
加
工

と
｝
部
耕
地
の
飼
料
作
物
栽
培

え
切
替
に
依
て
は
將
來
現
飼
育

頭
数
の
数
倍
ま
で
引
上
る
事
は

左
程
難
事
と
は
考
い
ら
れ
ま
ゼ

ん
先
す
私
共
が
本
，
気
に
考
い
ね

ば
な
ら
な
い
事
は
畜
∵
産
振
興
読

ヶ
年
計
画
で
も
樹
立
い
た
し
ま

し
て
少
く
も
現
在
の
飼
育
頭
数

ぞ
五
ケ
年
後
に
は
三
倍
位
迄
引

上
る
と
共
に
資
質
の
向
上
も
合

せ
行
う
時
は
お
そ
ら
く
縣
内
の

畜
産
王
国
と
し
て
誇
り
得
る
こ

と
疑
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
現
在
の
耕
種
事
業

牧
入
と
の
比
率
は
逆
転
し
て
現

在
比
率
の
逆
ど
こ
ろ
か
耕
種
牧

入
の
数
倍
迄
引
上
る
こ
と
は
夢

で
は
な
い
で
し
よ
う
。

幸
い
、
農
家
の
皆
様
が
盛
り
上

る
熱
意
に
依
て
畜
．
産
振
興
に
力

を
致
さ
れ
実
現
ず
る
こ
と
を
得

ま
し
た
な
ら
ば
農
家
経
済
の
や

り
く
り
も
或
る
程
度
楽
に
な
り

と
も
口
論
き
商
売
の
百
姓
で
も

少
し
ば
顔
の
シ
ワ
も
仲
び
る
事

｝
　
2
・
、
戸
　
・
　
－
ー
』
　
ノ
＝
　

ノ
　
》
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人
問
生
括
の
三
原
則
で
あ
る
衣
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罐
簾
黙
糞
壷

な
塞
冷
地
に
佳
遊
私
共
の
身
近

に
感
ず
る
間
題
で
あ
る
が
其
の

衣
は
勿
論
総
て
の
衣
服
の
総
称

で
は
あ
ろ
う
が
根
源
は
お
そ
ら

く
絹
と
麻
で
あ
σ
た
ろ
う
，
乏
思

う
其
の
裏
付
と
し
て
太
古
か
ら

養
蚕
が
行
わ
れ
た
事
は
私
共
の

歴
史
で
知
る
処
で
あ
る
又
こ
の

養
蚕
が
宮
中
で
さ
え
行
わ
れ
て

居
る
と
云
う
事
も
屡
々
耳
に
す

る
処
で
あ
り
わ
け
て
も
故
貞
明

皇
后
に
あ
ら
せ
ら
れ
て
は
四
十

有
鯨
年
生
涯
の
殆
ど
全
部
を
御

自
ら
養
蚕
の
飼
育
に
あ
た
ら
れ

た
話
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ

る
こ
の
様
に
古
い
養
蚕
が
農
業

の
｝
部
門
と
し
て
他
の
商
工
業

と
比
較
し
た
揚
合
蝕
り
に
も
逞

々
と
七
て
居
る
が
こ
れ
は
云
う

迄
も
な
く
自
然
を
大
き
く
相
手

と
し
た
生
産
業
で
あ
る
事
と
更

に
原
料
豊
富
で
廉
贋
生
旋
の
で

ー
き
る
化
学
繊
維
が
激
増
し
て
居

る
婁
に
併
而
糸
値
の
変
動
の
激

七
い
事
等
が
最
大
の
原
因
を
な

し
て
居
る
が
今
后
の
動
き
は
ど

う
な
る
か
考
え
て
み
た
か

◎
蚕
品
種
の
進
歩
、

養
蚕
に
，
於
け
る
進
歩
は
他
の
全

て
に
み
ら
れ
な
い
程
遅
れ
て
は

　
く居

る
が
年
々
若
モ
の
改
良
が
加

え
ら
れ
進
歩
が
み
ら
れ
て
い
る

大
正
の
末
期
か
ら
昭
和
の
初
期

に
か
け
て
飼
育
さ
れ
た
蚕
品
種

に
於
い
て
は
壱
百
匁
の
糸
量
が

十
匁
出
る
か
出
な
い
程
の
少
糸

量
型
で
あ
つ
た
が
最
■
近
の
改
良

さ
れ
た
品
種
に
於
い
て
は
実
に

ナ
　
ね
　
ト
　
も
　
り
　
さ
れ
て

い
る
更
に
繊
度
に
於
い
て
も
需

要
製
品
如
何
》
よ
づ
て
適
合
せ

る
繊
度
の
品
種
育
成
に
或
は
叉

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

『
蛮
糸
雑
感
　
｝

｝

釜
羅
に
な
つ
て
い
る
孟

傷
（
ラ
ウ
ジ
、
千
ス
）
餓
酵
に
つ
い
て

も
禺
来
る
範
囲
に
於
て
少
い
，
物

を
育
成
す
る
様
に
と
各
蚕
種
製
『

造
会
肚
や
試
験
場
が
莫
大
な
賓
、

金
を
投
じ
て
躍
起
と
な
つ
て
研

究
改
・
艮
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

の
様
に
し
て
研
究
改
良
を
加
え

ら
れ
た
優
秀
品
種
は
特
約
地
盤

の
養
蚕
家
に
優
先
配
給
を
さ
れ

る
か
ら
各
蚕
種
製
造
会
杜
は
怠

ら
す
研
究
を
続
け
て
い
る
訳
で

あ
る
此
研
究
が
不
変
に
続
け
ら

れ
て
い
ー
る
以
上
近
い
將
來
に
は

体
贋
強
健
で
而
も
飼
育
期
聞
も

短
く
糸
量
一
．
一
〇
匁
位
の
品
種
が

出
現
す
ゐ
の
も
科
遠
ぐ
な
い
事

で
あ
ろ
・
り
。

◎
蚕
糸
業
の
生
命
線

蜜
糸
業
の
盛
衰
を
考
察
す
る
と
・

一
に
か
㌧
つ
て
楡
出
量
の
多
少

に
左
右
さ
．
れ
て
飛
る
戦
蔚
輸
捌
出

の
大
｛
示
と
し
て
海
外
に
途
り
出

さ
れ
た
唄
は
輿
に
…
費
蚕
業
も
其

の
最
盛
を
極
め
て
居
つ
た
が
戦
．

争
の
進
展
に
伴
つ
ぜ
輸
．
出
も
賊

悪
し
文
字
通
り
の
衰
微
と
な
っ

た
が
此
処
二
、
三
年
再
ぴ
景
気

を
取
り
戻
し
年
々
輸
出
が
檜
加
｝

さ
れ
綱
糸
圃
脈
か
、
通
ず
る
・
と
公
㎜

わ
れ
る
程
奪
和
の
物
産
と
し
て
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

叉
我
国
の
外
貨
穂
得
の
唯
｝
物
．
一

資
と
し
て
飛
躍
の
輔
、
途
を
辿
2

て
居
る
こ
の
…
様
に
輸
出
を
裏
凝
論

と
，
し
た
蚕
糸
業
だ
け
に
客
国
の
㎜

好
む
商
品
で
な
け
れ
ば
雰
ら

芯
謹
云
う
響
慈
更
、
．

へ
方
グ
，
ノ
ー

の
変
動
で
あ
つ
て
從
来
ダ

で
は
消
費
す
る
も
の
も
生
薩
、
謡
．

る
も
の
む
懸
念
さ
れ
る
点
が
説

常
に
』
多
い
訳
で
あ
る
。
．
随
つ
て
㎜

外
貨
穫
得
畜
指
す
な
ら
ば
車

回
公
布
さ
れ
た
繭
糸
価
格
安
・
三

法
は
も
σ
と
早
く
公
布
さ
h
．

可
然
だ
つ
た
と
思
う
。
（
終
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

★
種
付
料
値
げ
上
ε
次
定

家
畜
の
種
付
料
は
畜
産
振
興
の

観
黙
に
立
ち
現
行
料
金
据
置
き

論
と
経
営
の
探
算
上
値
上
げ
読

に
分
れ
秋
以
来
縣
関
係
者
の
愼
．

重
に
研
討
々
議
を
重
ね
て
來
元

が
旧
蝋
ッ
一
十
八
日
次
の
通
り
決

定
即
日
縣
報
も
以
つ
て
舌
示
さ

れ
た
今
回
の
改
正
に
よ
れ
ば
索

付
種
付
も
出
張
種
付
も
同
額
で

め
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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